
機能性野菜ナスコンソーシアム規約 

 

施行：令和２年８月６日 

改定：令和２年１２月２４日 

 

第１章 総則 

（名称および所在地） 

第１条 本会は、機能性野菜ナスコンソーシアム（以下「本会」という）と称する。 

２ 本会は事務局を株式会社ウェルナス（東京都港区虎ノ門 1-12-14 虎ノ門マスターズビル

6階）に置く。 

３ 本会ホームページ（https://nasuconsortium.wixsite.com/eggplant-consortium）を開設

し、掲示、連絡、調査、届出を行う。 

（目的） 

第２条 本会は、産学官が有機的に連携し機能性野菜ナスを活用した健康の維持・増進、疾

病の予防を実現する機能性食品などの開発を推進、ナス栽培を活性化し、ナス・イノベ

ーションに資することを目的とする。 

（会員） 

第３条 本会は、次の者をもって組織する。 

（１） 本会の目的に賛同した大学等教育機関、国公立試験研究機関等の会員 

（２） 本会の目的に賛同した公的機関、地方自治体、企業・法人の会員（一般会員） 

（３） 本会の目的に賛同した個人の会員（個人会員） 

（入会、退会） 

第４条 入会を希望するものは、本会ホームページの「入会申込」で運営委員会に申し込ん

で、代表の許可を得なければならない。 

２ 退会を希望する場合は、本会ホームページの「退会申込」で運営委員会に申し込んで、

代表の許可を得なければならない。 

３ 会費を２年間滞納した場合は、会員の資格を満たさないものとし、代表の判断により、

除名することができる。 

（会費） 

第５条 会員は、運営委員会からの依頼にもとづき、第１４条に定める会計年度毎に会費と

して下記の金額を納付する。 

（１）一般会員 年額   10,000円 

（２）個人会員 年額    5,000円 

２ 大学等教育機関、国公立試験研究機関の会員においてはこの限りでない。 

３ 年度途中に入会した会員の会費も年額とする。 

４ 年度途中に退会した会員の会費は返還しない。 

５ 第４条３項の規定により除名となった者の滞納分の会費については、これを追徴する。 

（会員情報） 

第６条 本会は、会員情報を会員名簿に登録する。 

２ 会員情報に変更があったときは、会員は速やかに本会に変更の内容を通知する。 

３ 本会は、本会の目的に必要な範囲においてのみ会員情報を利用し、個人情報と

して関連法規に基づき厳格に管理して外部に漏らさない。 

 

第２章 事業 

（事業） 

第７条 本会は、第２条の目的を達成するために次の事業を行う。 

（１） 農研機構生研支援センター革新的技術開発・緊急展開事業(うち経営体強化プロジェ

クト)「新規機能性成分によるナス高付加価値化のための機能性表示食品開発」（以下、

ナス高機能化プロという）の研究成果の普及・活用 

（２） 生鮮ナスおよびナスを原材料として含む食品の機能性表示食品の届出サポートのコ



ーディネート 

（３） 生鮮ナスおよびナスを原材料として含む食品に含まれるコリンエステルや機能性成

分の分析のコーディネート 

（４） ナスの栽培、機能性食品としての利用に関する相談や共同研究・受託研究等のコーデ

ィネート 

（５） ナスの食品機能、ナス機能性食品に関する情報提供 

（６） 会員相互および関連研究者との交流 

（７） その他必要と認める事業 

２ 本条前項の事業は、別紙「機能性野菜ナスコンソーシアム事業実施規則」（原則外部非公

開）に従って実施する。 

 

第３章 運営 

（運営組織） 

第８条 会議は、総会および運営委員会とする。 

２ 会議は、代表がこれを招集し議長となる。 

３ 会議を招集するとき、会議の日時、場所および議事を記載した書面または電磁

的方法（電子メール）で、少なくとも開催の３日前までに通知しなければならな

い。 

（議決） 

第９条 会議の議事は、出席した役員、会員の過半数の同意をもってこれを決する。 

２ 賛否同数の場合は、議長がこれを決する。 

３ やむを得ない理由のため会議に出席できない役員、正会員は、あらかじめ通知

された議事について書面または電磁的方法（電子メール）をもって表決するこ

とができ、または他の役員、正会員を代理人として表決を委任することができ

る。 

４ 役員または正会員が、総会、運営委員会の決議の目的で議事を提案した場合に

おいて、役員、正会員の全員が書面または電磁的記録（電子メール）により同

意の意思表示をしたときは、当該議事を可決する旨の総会、運営委員会の決議

があったものとみなす。 

（総会） 

第１０条 総会は、委任状を含めて会員の過半数の出席により成立する。 

２ 総会では、事業計画、実績、予算、決算並びに必要な議案について審議し、議決する。 

（運営委員会） 

第１１条 運営委員会は、第７条に定める事業に関する事項、諸規程の制定、改廃およびそ

の他重要な事項について議決する。 

２ 運営委員会は、第１２条記載の役員で構成する。 

（役員） 

第１２条 本会に次の役員を置く。 

（１） 代表    １名 

（２） 副代表   ２名 

（３） 運営委員  若干名 

２ 代表は、会員の互選により選出する。 

３ 代表は、本会を代表して会務を統括する。 

４ 副代表は、代表が会員の中から指名し、代表を補佐し、代表に事故のあるときはその

職務を代理する。 

５ 運営委員は、代表が会員の中から指名し、代表、副代表と協力して本会の企画、運営

にあたる。 

６ 役員の任期は、２年とする。但し、再任を妨げない。 

７ 役員の報酬は、無給とする。 

（顧問） 

第１３条 本事業の円滑な運営を図るため、顧問を置くことができる。 



２ 顧問は、代表が会員の中から指名し、運営委員会に参加し助言することができる。 

（会計） 

第１４条 本会の会計年度は、毎年４月１日から翌年３月３１日までとする。 

２ 本会の経費は、会費およびその他の収入をもって充当する。 

３ 本会の資金は、運営委員会が適切な方法で管理する。 

（会員の権利） 

第１５条 会員は、本会が行う第７条１項に定める事業に参加することができる。 

 

第４章 補則 

（委任） 

第１６条 本規約に定めるもののほか、必要な事項は別に定める。  



別紙 

 

機能性野菜ナスコンソーシアム事業実施規則 
 

施行：令和２年８月６日 

改定：令和２年１２月２４日 

 

１、ナス高機能化プロの研究成果の普及・活用 

１-１  機能性野菜ナスコンソーシアム（以下、本会）では、ナス高機能化プロ研

究成果（以下、「本研究成果」）を、学術発表（論文発表、学会発表、書籍、講

演など）、インターネット媒体（ウェブサイト、検索エンジン、メールマガジ

ン、ソーシャル・ネットワーキング・サイト（SNS））、販売促進媒体（イベン

ト・展示会、ダイレクトメール、チラシ、屋外・交通広告など）、マスコミ媒

体（新聞、雑誌、テレビ、ラジオなど）を通じた情報発信（以下、「普及・宣

伝活動」）を積極的に推進することを基本方針とする。 

１-２  本研究成果を普及・宣伝活動に使用する場合は、農研機構生研支援センタ

ー革新的技術開発・緊急展開事業(うち経営体強化プロジェクト)「新規機能

性成分によるナス高付加価値化のための機能性表示食品開発」の成果である

ことを明記し、本会ホームページの「研究成果発表・使用届」で運営委員会に届け

出ること。 

１-３  本研究成果の成果物（論文、ポスター、チラシ、新聞記事、ウェブサイト

など）に掲載されている文章や画像などを、普及・宣伝活動に利用する場合

には、作成者の意図を尊重すると共に、出どころであるオリジナルの成果物

の情報を記載すること。 

１-４  本会会員以外が本研究成果を普及・宣伝活動に使用する場合には、会員を

通じて、本会ホームページの「研究成果発表・使用届」で運営委員会に届け出て許

可を得ること。 

１-５  知財の活用については、権利者と協議し合意を得ること。 

 

２、ナス機能性表示食品の届出サポートのコーディネート 

２-１  本サービスを利用する場合には、本会ホームページの「機能性表示食品届出サ

ポート申込」で運営委員会に申し込むこと。 

２-２  運営委員会から業者に届出内容を連絡し、以降は、申込者と業者で料金を

確定し、作業を行う。作業終了後、届出者は料金を業者に支払う。 

２-３  運営委員会は、作業の進捗を確認し、申込者の便宜を図る。 

２-４  本サービス料金（税別）の業者目安は以下の通りとなる（詳しくは業者に

ご相談ください）。機能性表示食品届出トータルサポート(SR含む)を希望する

場合は、別途本会ホームページから問い合わせること。 

作業  機能  一般価格  会員価格  

システマティックレビュー（SR） 血圧改善  150万円～ 50万円～ 

SR 血圧改善以外  200万円～ 100万円～ 

 

３、ナスのコリンエステル、機能性成分分析のコーディネート 

３-１  本サービスを利用する場合には、本会ホームページの「分析申込」で運営委員

会に申し込むこと。 

３-２  分析は、信州大学と本会との共同研究に基づき、信州大学農学部食品分子工

学研究室で実施する。 

３-３  また、分析は、信州大学と会員との共同研究でも、同様に実施することが

できる。 

３-４  分析結果は、直接、申込者に開示するものとし、厳格に管理して外部に漏



らさない。 

３-５  本サービスでの分析料金（税別）の目安は以下の通りとする。 

化合物  分析方法  一般価格  会員価格  

アセチルコリン LC-MS/MS, 標準添加法  10万円  5万円  

コリン LC-MS/MS, 標準添加法  10万円  5万円  

アセチルコリン+コリン LC-MS/MS, 標準添加法  15万円  7.5万円  

コリンエステル（アセチルコリン以外） LC-MS/MS, 標準添加法  10万円  5万円  

γ-アミノ酪酸（GABA） LC, OPA-外部標準法  4万円  2万円  

アミノ酸（標準アミノ酸20種+GABA） LC, OPA-外部標準法  10万円  5万円  

クロロゲン酸  LC, 吸光度-外部標準  2万円  1万円  

 

３-６  本会会員には無償でアセチルコリン定量技術供与する。希望者は、本会ホ

ームページの「無料相談申込」で運営委員会に申し込むこと。 

 

４、ナスの栽培、機能性食品としての利用に関する相談や共同研究・受託研究等の

コーディネート 

４-１  ナスの栽培、機能性食品としての利用に関する相談および技術供与は、本

会ホームページの「無料相談申込」で運営委員会に申し込むこと。 

４-２  共同研究・受託研究等のコーディネートは、本会ホームページの「共同研究・

受託研究申込」で運営委員会に申し込むこと。 

 

５、ナスの食品機能、ナス機能性食品に関する情報提供 

５-１  本会運営委員会から会員に、ナスの食品機能、ナス機能性食品に関する情

報をメール配信する（不定期）。 

 

以上 


